
八千代市消費生活センター 

令和７年度 3月新規受付相談件数 

苦　　　情 136 件 78 件 1,317 件

問い合わせ 14 件 18 件 174 件

計 150 件 96 件 1,491 件

当　月　分 前　月　分 年 度 累 計

 

 

相談の傾向と被害に遭わないための注意点 
 

３月の相談件数は、先月より約５０％増加し１５０件となっています。年齢別で

は、６５歳以上の高齢者からの相談が５２件と全体の３５%を占め、そのうち７５

歳以上の後期高齢者からの相談が３９件と大変多くなっています。 

販売形態別の主な項目として、通信販売が４８件、店舗販売が３３件、訪問販売

が２８件となっています。 

これらの相談のうち、通信販売の相談では、サプリメントや化粧品の定期購入に

関するトラブルが最も多く１１件ありました。「定期購入だとわからなかった」、「初

回で解約しようと思ったが、通常価格との差額を支払う必要があった」などの相談

が未だに多くなっています。注文時には取引条件をよく読み、注文確定前に確認画

面で契約内容を確認することが重要となります。 

そのほか、サブスクリプションに関する相談が３件あり、「申し込むのは簡単だっ

たが、解約方法がわからない」とか「業者と連絡が取れない」などの相談がありま

した。特に海外事業者の場合は、日本語で問い合わせるのが難しいことがあります

ので、申し込み前に契約内容や問い合わせ先窓口の確認をするようお願いします。 

次に、店舗販売では、スマートフォンの契約時に、「店員に言われるままオプショ

ン契約を追加された」との相談がありました。携帯電話の契約時には、タブレット

端末などを使って、店員から次々と多くの説明を受けるため、理解が追い付かない

場合があります。また、オプションを付けると特典があるなどと勧められることも

あるため、契約前に自分に必要かどうか慎重に見極めることが重要です。 



訪問販売では、昨年夏ごろに激増し、いったん落ち着きを見せていた分電盤や給

湯器などの点検商法によるトラブルが再び増加しています。本市以外で営業をして

いた業者が、再び八千代市に戻ってきたものと思われます。これらの業者は、事前

に高齢者宅に電話を掛けたり、ポストにチラシを投函するなどして点検を呼びかけ、

「古くなっているので交換が必要」だとか「このままでは危ない」などと不安にさ

せ、高額な工事を契約させるという手口が多くみられます。契約日から 8日間はク

ーリング・オフが可能ですので、電話が掛かってくるなどして、おかしいと思った

ら、直ぐに消費生活センターにご相談ください。 

 

 


